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習志野市新清掃工場建設事業に係る環境影響評価方法書に対する意見（論点整理）【新旧対照表】 

 

緑：複数意見、黒：事務局意見 
 
※旧は、令和５年度第 10 回千葉県環境影響評価委員会資料（令和５年 11 月 24 日開催）。下線部は、変更箇所。 

方法書該当ページ 新 旧 
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１ 事業特性、地域特性 

（１）事業特性 

  ア 本事業は、習志野市内で発生する一般廃棄物の処理を

行っている習志野市芝園清掃工場（以下「現行施設」と

いう。）の老朽化に伴う建替事業として、対象事業実施区

域（以下「事業区域」という。）内にある旧清掃工場（現

行施設の稼働に伴い停止済）を解体し、その跡地に新た

な廃棄物焼却等施設（以下「本計画施設」という。）等を

建設するものであり、現行施設は、本計画施設の供用開

始後に解体する。【答申前文】 

     

  イ 本計画施設の処理方式は、ごみ焼却方式、ガス化溶融

方式を候補とし、令和５年度中に決定する。処理方式の

決定後、処理能力や炉数について検討を行うとしてお

り、施設の詳細が明らかになっていない。【答申前文】 

 

（２）地域特性 

ア 事業区域は、習志野市南部の東京湾に面した準工業地

域に位置している。【答申前文】 

１ 事業特性、地域特性 

（１）事業特性 

  ア 本事業は、習志野市芝園清掃工場（以下「現行施設」

という。）の老朽化に伴い、対象事業実施区域（以下「事

業区域」という。）内にある旧清掃工場（現行施設の稼働

に伴い停止済）を解体し、その跡地に新たな廃棄物焼却

等施設（以下「本計画施設」という。）を設置するもので

あり、現行施設は、本計画施設の供用開始後に解体す

る。 

     

 

  イ 本計画施設の処理方式は、ごみ焼却方式、ガス化溶融

方式を候補とし、令和５年度中に決定する。処理方式の

決定後、処理能力や炉数について検討を行うとしてお

り、施設の詳細が明らかになっていない。 

 

（２）地域特性 

ア 事業区域は、習志野市南部の東京湾に面した準工業地

域に位置している。 

資料１-２ 
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2-7, 2-37 

 

 

 

 

 

 

イ 事業区域を含む東京湾の沿岸は、習志野市により緑地

の重点的な推進を図るべき地区に設定されており、事業

区域に隣接する海浜公園のほか、近傍には茜浜緑地など

の東京湾が一望できる、人と自然の触れ合いの活動の場

が存在する。【答申前文】 

 

ウ 事業区域から、北側約３００メートルには大学（千葉

工業大学新習志野キャンパス）が存在しており、ＪＲ京

葉線及び一般国道３５７号を挟んだ内陸側の約９００メ

ートルの位置には、住居が密集している。【答申前文】 

 

２ 事業計画 

（１）事業計画の詳細な検討に当たっては、環境の保全に関す

る最新の知見を収集し、利用可能な最良の技術の導入によ

り、大気環境への負荷の低減や温室効果ガスの排出削減な

どを図り、環境影響をできる限り回避又は低減すること。

（事務局、千葉市）【答申】 

 

（２）本計画施設の処理方式、処理能力等について、今後決定

される計画であることから、決定までの検討結果や選定理

由を準備書に記載すること。【指導】 

 

 

 

 

イ 事業区域を含む東京湾の沿岸は、習志野市により緑地

の重点的な推進を図るべき地区に設定されており、事業

区域に隣接する海浜公園のほか、近傍には茜浜緑地など

の東京湾が一望できる、人と自然の触れ合いの活動の場

が存在する。 

 

ウ 事業区域から、北側約３００メートルには大学（千葉

工業大学新習志野キャンパス）が存在しており、ＪＲ京

葉線及び一般国道３５７号を挟んだ内陸側の約９００メ

ートルの位置には、住居が密集している。 

 

２ 事業計画 

事業計画の詳細な検討に当たっては、環境の保全に関する

最新の知見を収集し、利用可能な最良の技術の導入等によ

り、大気環境への負荷の低減や温室効果ガスの削減などを図

り、環境影響をできる限り回避又は低減すること。（事務局、

千葉市） 

 

＜３（１）アを分割し、２段落目を移動＞ 
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2-13 

 

 

 

2-13 
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３ 環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の方法 

（１）全般的事項 

ア 方法書に記載した環境影響評価の項目及び手法につい

て、処理方式の決定に伴い変更する必要がある場合に

は、適切に見直すこと。（事務局、千葉市）【答申】 

 

イ 予測を行う段階で処理方式が決定されていない場合に

は、環境影響が最大となる条件を用いること。 

（事務局、千葉市）【答申】 

 

 

 

 

ウ 廃棄物焼却等施設の更新計画であることを踏まえ、環境

影響評価の実施に当たっては、本計画施設の稼働に係る予

測結果と現行施設の稼働に係る調査結果を比較する手法

等により、環境影響の増減についても評価を行うこと。 

また、その結果、影響が増大すると予測される場合に

は、環境保全措置を講ずることにより、環境影響が現行

施設と同等以下になるよう努めること。（事務局、千葉

市、船橋市）【答申】 

 

 

 

 

３ 環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の方法 

（１）全般的事項 

＜新規＞ 

（１（１）事業特性 イの内容を踏まえ、処理方式等が未

定である先行事例の答申を参考にして意見を追加） 

 

ア 本計画施設の処理方式が確定していないことから、環

境影響評価の実施に当たっては、影響が最大となる条件

を用いること。 

なお、準備書の送付までに処理方式が決定している場

合には、その経緯を準備書に記載すること。（事務局、千

葉市） 

 

イ 本事業が廃棄物焼却等施設の更新計画であることを踏

まえ、環境影響評価の実施に当たっては、本計画施設の

稼働による予測結果と現行施設における調査結果（バッ

クグランド等）を比較する手法等により、環境への負荷

の増減についても評価すること。 

また、その結果、負荷が増大する場合には、環境保全

措置を講じることにより、現行施設と同等以下になるよ

う努めること。（事務局、千葉市、船橋市） 
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5-12～5-42 

 

 

 

 

 

 

5-32 

 

 

 

 

 

 

2-30, 2-31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）大気質及び悪臭 

ア 調査地点及び予測地点について、事業区域の近傍に千葉

工業大学新習志野キャンパス及び多くの住居が存在する

ことを考慮し、適切な位置に設定すること。 

また、当該キャンパスに高層建築物があることを踏ま

え、予測地点を高所にも設定し、鉛直方向を考慮した予

測を行うこと。（委員、事務局）【答申】 

 

  イ 施設の稼働に係る上層気象の調査について、事業区域

内での実施が困難な場合には、できる限り近傍で行うこ

と。 

なお、近傍での調査が困難であり、先行事例の調査結

果を用いる場合には、事業区域の上層気象との類似性を

示すなど、妥当性を明らかにすること。【答申】 

 

ウ 施設の稼働による悪臭について、休炉時には、ごみピ

ット内の臭気が外部に拡散しないよう脱臭装置で処理す

る計画であるが、定常状態とは悪臭の処理方法が異なる

ことから、予測対象時期に休炉時を加え、予測及び評価

を行うこと。【答申】 

 

 

 

 

 

（２）大気質  

  ア 降下ばいじん量の調査及び予測地点について、調査地

域内に大学や住居が存在することを考慮し、適切な位置

に設定すること。 

 

 

 

 

  イ 施設の稼働に係る上層気象の調査について、事業区域

内での現地調査が困難な場合には、できる限り近傍で調

査を実施すること。 

なお、近傍での調査が困難であり、先行事例の調査結

果を用いる場合には、事業区域の上層気象との類似性な

ど、妥当であるとする理由を明らかにすること。 

 

＜３（４）悪臭から移動＞ 
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5-8 

 

 

 

 

 

 

 

2-30, 2-31 

 

 

 

 

 

5-78～5-84 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）騒音及び超低周波音 

   施設の稼働による超低周波音について、事業区域周辺か

ら住居との距離が離れており、環境影響が極めて小さいと

して項目に選定されていないが、より近傍に存在している

千葉工業大学新習志野キャンパスへの影響が懸念されるこ

とから、環境影響評価項目に選定すること。【答申】 

 

 

＜３（２）大気質及び悪臭 ウに移動＞ 

 

 

 

 

 

（４）動物 

   旧清掃工場及び現行施設の撤去工事について、事業区域

内には、周辺の生態系の上位種であるチョウゲンボウ（猛

禽類）の営巣場所があることを踏まえ、専門家から意見聴

取し、調査、予測及び評価を行うとともに、適切な環境保

全措置を検討すること。（事務局、千葉市）【答申】 

 

 

 

 

 

（３）超低周波音 

   施設の稼働による超低周波音について、事業区域周辺の

住居との距離が離れており、環境影響が極めて小さいこと

を理由に項目として選定していないが、事業区域から３０

０メートルの位置に環境保全への配慮を要する施設（大

学）が存在しており、その影響が想定されることから、環

境影響評価項目に選定すること。 

 

（４）悪臭 

   施設の稼働による悪臭について、休炉時には、ごみピッ

ト内の臭気が外部に拡散しないよう脱臭装置で処理する計

画であるが、定常状態とは悪臭の処理方法が異なるため、

予測対象時期に休炉時を加え、予測及び評価を行うこと。 

 

（５）動物 

   旧清掃工場及び現行施設の撤去工事について、事業区域

内には、猛禽類であるチョウゲンボウの営巣場所があるこ

とを踏まえ、専門家から意見聴取し、適切な環境保全措置

を検討した上で、調査、予測及び評価を行うこと。（事務

局、千葉市） 
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3-93,5-9 

 

 

 

 

 

 

 

2-32,5-93 

 

 

 

 

 

5-93 
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（５）人と自然との触れ合いの活動の場 

   施設の稼働による大気質、騒音、振動及び悪臭並びに施

設の存在による景観について、事業区域に隣接する海浜公

園等の利用者への影響が懸念されることから、環境影響評

価項目に選定した上で、関連する項目の環境影響評価結果

を参考にする等の手法により、利用環境の変化について、

調査、予測及び評価を行うこと。（事務局、委員）【答申】 

 

（６）温室効果ガス等 

ア 温室効果ガスの排出をできる限り削減するため、施設 

の設計に当たっては、本計画施設に加えて、事業場全体の 

省エネルギー化や再生可能エネルギーの導入等に努め、 

その上で、調査、予測及び評価を行うこと。（事務局、千

葉市）【答申】 

 

イ 温室効果ガスの排出量の予測に当たっては、排出量の

算定に必要な排出係数や算定式など、具体的な予測手法

を準備書に記載すること。【指導】 

 

４ その他 

事業区域は、習志野市が公表している高潮浸水想定区域内に

位置していることから、浸水によって受入廃棄物等が飛散、流

出しないよう、浸水対策に万全を期すこと。【答申】 

（６）人と自然との触れ合いの活動の場 

   施設の稼働により、事業区域に隣接する海浜公園等の利

用者への大気質、騒音、振動、悪臭及び景観による影響が

想定されることから、環境影響評価項目に選定した上で、

関連する項目の環境影響評価結果を参考にする等の手法に

より、利用環境の変化について、調査、予測及び評価を行

うこと。（事務局、委員） 

 

（７）温室効果ガス等 

ア 温室効果ガスの排出をできる限り削減するため、施設

の設計に当たっては、焼却施設に加えて、事業場全体の

省エネルギー化や再生可能エネルギーの導入等に努め、

その上で、調査、予測及び評価を行うこと。（事務局、千

葉市） 

 

イ 温室効果ガスの排出量の予測に当たっては、排出量の

算定に必要な排出係数や算定式など、具体的な予測手法

を準備書に記載すること。 

 

＜留意事項＞ 

 環境影響評価制度に基づく事項のほか、以下の事項について

留意する必要がある。 

事業区域は、習志野市が公表している高潮浸水想定区域内に位

置していることから、浸水によって受入廃棄物等が飛散、流出し

ないよう、浸水対策に万全を期すこと。 


